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八幡堀界隈

近
江
八
幡
開
町
の
祖
「
豊
臣
秀
次
」
と
「
八
幡
商
人
」

【
扇
屋

　伴  

庄
右
衛
門
】（
旧
伴
家
住
宅 

市
指
定
文
化
財　

新
町
）　

     

伴
氏
は
大
伴
氏
の
末
裔
で
後
に
伴
と
改
め
、
年
代
を
経
て
伴
太
郎
兵
衛

資
景
の
代
に
甲
賀
郡
伴
谷
村（
現  

甲
賀
市
水
口
）に
居
住
し
ま
し
た
。
足
利
尊
氏
に
従
っ

て
戦
功
が
あ
り
木
瓜
に
二
引
の
家
紋
と
し
て
い
ま
し
た
。
数
代
を
経
て
伴
太
郎
左
衛

門
資
家
は
織
田
信
長
に
目
を
か
け
ら
れ
て
お
り
、
た
ま
た
ま
本
能
寺
に
信
長
を
訪
ね

た
夜
に
明
智
光
秀
の
変
（
本
能
寺
の
変
）
に
遭
遇
し
て
戦
死
し
ま
し
た
。
伴
家
の
直

系
の
血
筋
は
絶
え
ま
し
た
が
弟
の
資
則
に
よ
っ
て
一
族
が
安
土
に
移
り
、
更
に
八
幡
に

転
じ
て
、
永
原
町
上
に
根
拠
を
定
め
甲
賀
に
あ
っ
た
広
大
な
屋
敷
を
移
し
、
武
士
か
ら

商
人
と
な
り
伴
庄
兵
衛
と
名
を
改
め
ま
し
た
。

　

伴
庄
兵
衛
は
扇
子
や
地
場
の
産
物
を
販
売
し
た
た
め
、
取
扱
商
品
に
因
ん
で
扇
子

の
地
紙
形
を
商
標
と
し
扇
屋
の
商
号
と
称
し
ま
し
た
。
資
則
の
子
資
明
（
す
け
あ
き
）
は

多
い
に
家
産
を
殖
や
し
一
家
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
伴
庄
兵
衛
の
二
代
目
資
明
の
二

男
資
通
は
永
原
町
上
の
本
家
よ
り
分
か
れ
て
新
町
三
丁
目
に
新
た
に
一
家
建
て
た
の
が

伴
荘
右
衛
門
の
初
代
で
す
。
八
幡
山
城
の
廃
城
後
は
い
ち
早
く
行
商
に
関
西
方
面
に

往
来
し
徳
川
家
光
が
江
戸
町
割
を
改
修
し
た
際
に
日
本
橋
南
の
一
等
地
を
取
得
し
、

衆
に
先
ん
じ
て
開
業
し
、
江
州
産
物
、
麻
布
、
畳
表
、
蚊
帳
等
手
広
く
販
売
し
、
巨
額

の
富
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
伴
家
の
家
訓
は
「
吾
、
即
ち
先
祖
の
手
代
な
り
」

ご
先
祖
様
の
店
と
資
本
は
預
か
り
も
の
で
家
業
を
守
り
商
い
の
繁
栄
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

五
代
目
資
芳
（
す
け
よ
し
）
（
伴
蒿
蹊 

ば
ん
こ
う
け
い
）
の
代
に
い
た
っ
て
大
坂
淡

路
二
丁
目
に
出
店
し
ま
し
た
。
質
素
倹
約
勤
勉
を
旨
と
し
て
商
売
を
す
る
一
方
で
、
文

化
芸
術
に
も
深
い
造
詣
を
持
ち
、
五
代
目
資
芳
は
、
伴
蒿
蹊
と
称
し
若
く
し
て
隠
居
し
、

江
戸
中
期
を
代
表
す
る
歌
人
・
国
学
者
と
し
て
道
を
究
め
、「
近
世
畸
人
伝
」
の
編
集

で
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
七
代
目
能
尹
（
よ
し
た
だ
）
の
と
き
江
戸
本
町
四
丁
目
に
出
店
し
、

畳
表
や
小
間
物
類
を
扱
い
江
戸
の
中
枢
に
八
幡
商
人
が
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
土
地

を
確
保
し
ま
し
た
。
文
政
二
年(

1
8
1
9
）
の
大
地
震
後
に
七
代
目
能
尹
が
強
固
な

家
を
建
て
よ
う
と
文
政
十
年
（
1
8
2
7
）〜
天
保
十
一
（
1
8
4
0
）
頃
ま
で
か
け

て
新
築
さ
れ
た
も
の
が
旧
伴
家
住
宅
で
す
。
隆
盛
を
誇
っ
た
伴
家
で
し
た
が
、
江
戸
時

代
の
末
期
か
ら
急
速
に
家
運
が
衰
え
、
明
治
維
新
等
激
動
期
に
逆
ら
え
ず
明
治
二
十

年
商
家
を
た
た
み
、
現
在
は
子
孫
も
途
絶
え
て
い
ま
す
。

　

旧
伴
家
住
宅
の
魅
力
は
そ
の
豪
快
な
造
り
に
あ
り
ま
す
。
家
作
制
限
が
厳
し
く
二

階
建
て
は
基
本
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
当
時
、
堂
々
と
し
た
三
階
建
て
の
建
物
を
造

る
こ
と
が
で
き
た
旧
伴
家
住
宅
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
豪
商
『
伴
庄
右
衛
門
』
が
本

家
と
し
て
建
て
た
商
家
で
、
八
幡
商
人
の
隆
盛
を
物
語
る
代
表
的
な
建
物
で
す
。

　

そ
の
後
小
学
校
、
役
場
、
女
学
校
、
幼
稚
園
、
図
書
館
等
変
遷
を

経
て
平
成
十
年
よ
り
改
修
工
事
が
な
さ
れ
平
成
十
六
年
四
月
に
一
般

公
開
さ
れ
ま
し
た
。（
現
在
は
旧
伴
家
住
宅　

財
団
法
人
八
幡
教
育
会
館
）

（17）

  

抽
選
で
5
名
様

　
　
　
　
葦
う
ど
ん
お
食
事
券
ペ
ア
を
差
し
上
げ
ま
す

   

◆
ご
希
望
の
方
は
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話 

番
号
を

　

    

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

　

    

抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。（
応
募
締
切
は
1
月
５
日
必
着
）

　

    

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。
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答
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・
郵
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・
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・
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名
・
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番
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ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

　

    

抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。（
応
募
締
切
は
1
月
５
日
必
着
）

　

    

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。

　

 

おめでとうございます！おめでとうございます！ 答
え…

恵
美
須
屋

U , T  さん
T . Fさん
Y.Mさん
O.Kさん

北之庄町
牧町
鷹飼町
中村町
出町        O.Tさん　　 

当選者発表

市
指
定
文
化
財　

新
町
）

伴
氏
は
大
伴
氏
の
末
裔
で
後
に
伴
と
改
め
、
年
代
を
経
て
伴
太
郎
兵
衛

伴
氏
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大
伴
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の
末
裔
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改
め
、
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経
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太
郎
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資
通
（
す
け
み
ち
）
の
長
男
伴
傅
兵
衛
は
父
と
意
見
が
会
わ
ず
八
幡
本
宅
の
西
隣
に
新

家
を
設
け
て
分
家
し
ま
し
た
。
商
才
が
有
り
江
戸
に
出
て
、
さ
ら
に

大
坂
に
も
出
店
し
畳
表
等
を
販
売
し
本
家
を
し
の
ぐ
商
人
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
代
目
が
東
京
へ
移
住
し
た
こ
と
か
ら
住
居
は
市
に

寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
観
光
駐
車
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
標
は
伴
庄
右
衛
門
は
地
紙
の
中
に
一
を
書
い
て

「
地
紙
一
」
と
伴
傅
兵
衛
は
地
紙
の
中
に
丸
を
書
い
て

「
地
紙
蛇
の
目
」
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

【
五
代
目
資
芳
（
す
け
よ
し
）
伴
蒿
蹊
（
ば
ん
こ
う
け
い
）
国
学
者
】

　

享
保
十
八
年
（
1
7
3
3
） 

か
ら 

文
化
三
年
（
1
8
0
6
）、
江
戸
時
代
後
期
の
歌
人
・

文
筆
家
。
本
居
宣
長
、上
田
秋
成
、与
謝
蕪
村
ら
と
親
交
の
あ
る
国
学
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

号
を
閑
田
蘆
と
号
し
ま
し
た
。
八
歳
で
本
家
の
近
江
八
幡
の
豪
商
伴
庄
右
衛
門
資
之
の
養

子
と
な
り
、
十
八
歳
で
家
督
を
継
ぎ
家
業
に
専
念
し
た
三
十
六
歳
で
家
督
を
譲
り
隠
居
・

剃
髪
し
、
悠
々
自
適
の
生
活
に
入
り
ま
す
。
経
済
的
な
余
裕
が
あ
る
た
め
、
文
芸
の
世
界

に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
伴
家
の
代
々
に
は
北
村
季
吟
に
歌
を
学
ぶ
よ
う
な
好
学
の
風

が
伝
統
と
し
て
あ
っ
た
の
で
、
歌
人
・
文
筆
家
の
素
養
は
十
分
に
培
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

著
書『
主
従
心
得
草
』は
近
江
商
人
の
典
型
的
な
家
訓
、他
に『
閑
田
詠
草
』、『
閑
田
耕
筆
』、

『
閑
田
次
筆
』
な
ど
。『
近
世
畸
人
伝
』
は
、
著
名
・
無
名
な
人
物
達
の
生
活
と
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
十
七
・
十
八
世
紀
江
戸
時
代
を
知
る
の
に
有
益
な
伝
記
集
で
す
。『
近
世
畸
人
伝
』

（
正
編
）
は
五
巻
か
ら
成
り
、1
7
9
0
年
に
京
都
で
出
版
さ
れ
、伴
蒿
蹊
著
、三
熊
花
顚
画
。

中
江
藤
樹
、
貝
原
益
軒
、
僧
鉄
眼
、
遊
女
大
橋
、
と
い
っ
た
有
名
人
か
ら
あ
ら
ゆ
る
階
層

の
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
物
百
余
名
の
伝
記
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
芸
一
行
に
す
ぐ
れ
た
者
を
奇
と
し
、
隠
士
や
文
士
を
多
く
扱
う
が
、
無
名
の
町
民
や

農
民
を
も
含
み
ま
す
。
1
7
9
8
年
に
は
三
熊
思
孝
に
よ
り
『
続 

近
世
畸
人
伝
』（
全
五
巻
）

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
正
続
編
合
わ
せ
て
、
執
筆
時
期
ま
で
に
故
人
と
な
っ
た
畸
人
（
世

人
に
比
べ
て
変
わ
っ
て
い
る
が
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
が
天
に
か
な
っ
た
人
の
意
）
約
二

百
人
を
収
め
て
い
ま
す
。
著
名
な
登
場
人
物
と
し
て
は
、
雨
森
芳
洲
、
角
倉
了
以
ら
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
伴
蒿
蹊
の
研
究
と
編
著
書
出
版　

山 

本  

稔 

氏     

北
元
町
在
中
】

　

教
育
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
山
本
稔
氏
『
伴
蒿
蹊
読
本
集
（
ば
ん
こ
う
け
い
よ
み
ど
く
ほ
ん
し
ゅ
う
）』
を

編
著
を
さ
れ
平
成
20
年
５
月
〜
平
成
28
年
４
月
に
か
け
て
「
伴
蒿
蹊
の
世
界
」「
伴
蒿
蹊
読
本
集
①
〜
⑥
」

7
冊
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

・
研
究
資
料
『
伴
蒿
蹊
の
世
界
」　　
　
　
　
　
　

・『
伴
蒿
蹊
読
本
集
①
』
閑
田
盧
の
史
華
と
訓
華　

・『
伴
蒿
蹊
読
本
集
②
』
閑
田
盧
の
詞
華　
　
　
　

・『
伴
蒿
蹊
読
本
集
③
』
閑
田
盧
の
文
華　
　
　
　

・『
伴
蒿
蹊
読
本
集
④
』
閑
田
盧
の
詠
華　
　
　
　

・『
伴
蒿
蹊
読
本
集
⑤
』
閑
田
盧
の
人
華　
　
　
　

・『
伴
蒿
蹊
読
本
集
⑥
』
閑
田
盧
の
記　

 

華
と
論
華　

家
を
設
け
て
分
家
し
ま
し
た
。
商
才
が
有
り
江
戸
に
出
て
、
さ
ら
に

大
坂
に
も
出
店
し
畳
表
等
を
販
売
し
本
家
を
し
の
ぐ
商
人
と
な
り
ま
し
た
。

【
五
代
目
資
芳
（
す
け
よ
し
）
伴
蒿
蹊
（
ば
ん
こ
う
け
い
）
国
学
者
】

伴傅兵衛は「地紙蛇の目」

伴荘右衛門はて「地紙一」

昭
和
４
年
２
月
生
ま
れ
（
88
歳
）　

山
本 

稔
氏

昭
和
23
年
〜
54
年 

小
・
中
学
校  
教
論
・
校
長

昭
和
56
年
〜
平
成
3
年 

山
梨
大
学
教
授
（
教
育
学
部
）

滋
賀
大
学
教
授
（
教
育
学
部
）

平
成
3
年 

滋
賀
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科
担
当

平
成
5
年 

全
国
大
学
国
語
学
会
よ
り

「
第
20
回
全
国
国
語
教
育
賞
」（
石
井
賞
）
を
受
賞

平
成
6
年 

滋
賀
大
学
定
年
退
職

伴蒿蹊研究者の紹介

　資料館／八幡商人と近江八幡の町なみ￥500　　

発
行　

近
江
八
幡
市
立
図
書
館
（
一
財
）
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
推
進
財
団

著
書
「
書
く
事
の
指
導
と
評
価
」「
滋
賀
の
古
典
」
等
多
数

（紀）

き
た
む
ら
き
き
ん

か
ん
で
ん
こ
う
ひ
つ

か
ん
で
ん
え
い
そ
う

し
ゅ
じ
ゅ
う
こ
こ
ろ
え
ぐ
さ

き
ん
せ
い
き
じ
ん
で
ん

み
く
ま 

か
て
ん

か
ん
で
ん
じ
し
つ

て
つ
げ
ん

か
い
ば
ら
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◆ご予算に合わせて詰め合わせが出来ます。

〒523-0876 近江八幡市本町3丁目37
営業時間／8：30～18：30 
定 休 日／水曜日・第４木曜日　
℡ 0748-33-2559

12
月
31
日
ま
で
営
業

　元
旦
・
２
日
休
業

　３
日
よ
り
営
業

御菓子司

新年菓

年
末
年
始
の
営
業



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版
KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版瓦版京都新聞ファミリー 瓦版

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部

KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

瓦版瓦版瓦版瓦版瓦版瓦版瓦版 トマト倶楽部

お誕生日・記念日 花束プレゼント（1月の方） 　3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　  10名様
※必ずお誕生日を明記下さい

ご
希
望
の
方
は
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
品
一
品
を
ご
記
の
上
、
官
製
は
が
き

又
は
F
A
X
で
下
記
販
売
所
ま
で
、
ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。

締
切
は
花
束
、12
月
31
日
迄　

 

発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

洗
剤
、チ
ケ
ッ
ト
等
は
1
月
５
日
迄　
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊雅風展  京都市勧業館みやこめっせ

＊金沢翔子×いかわあきこ 共に生きる　大丸ミュージアム京都

＊ガレとドーム展 美しき至高のガラスたち  京都高島屋７階グランドホール     

＊彫刻家 樂雅臣 展　美術館 「えき」 KYOTO  

＊第４９回 初春 京の書現代京都書作家展 大丸ミュージアム京都  

＊追慕抄 九條武子 龍谷ミュージアム

＊京都芸大 美を語る スクラップブック　

＊なんでもスクラップ帳        
＊京都新聞オリジナル　トートバック白

＊京都新聞２０１７年度オリジナル手帳

＊京都新聞２０１７年度オリジナルカレンダー

20 名様
20 名様
30 名様
30 名様
30 名様
10 名様
20 名様
10 名様
20 名様
30 名様
20 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

1 月 ８ 日 迄
1 月 16 日迄   
1 月 16 日迄
1 月 17 日迄
1 月 23 日迄
２月 19 日迄

 

秀次公の切腹について
　先月号に岡田彌三右衛門について書かれていた５行目に「秀次が自害」と記載しまた。訂正として自害を「切腹」とします。市民の方から自害は自殺の意味なので秀次公には使うのはおか
しいとご意見を頂きました。秀吉の姉の子である秀次は天正19年（1591）、実子のいない秀吉の養子となり、関白を引き継ぎました。しかし秀頼誕生から２年足らずの文禄４年（1595）７月
に失脚。高野山へ追放され、切腹命令で同月15日、金剛峯寺の前身である青巌寺で切腹しました。儒学者、小瀬甫庵（おぜほあん）が江戸時代初期に記した太閤記は「切腹命令」という文書
を掲載しています。文書には石田三成ら五奉行が署名し、7月13日の日付があります。市民とって、汚名を回復したい謀反の死なのです。フィクションの部分が多いとされる「太閤記」の通説に
国学院大学の矢部健太郎准教授（日本近世史）が疑義を呈し、「秀吉は秀次を高野山へ追放しただけだったが、意図に反し秀次が自ら腹を切った」とする新説を打ち出しました。
　今年一年秀次の死をめぐっては、矢部氏の講演会が市内で開催され、大河ドラマも矢部説で展開されました。その背景を明確に記した史料が同時代になく、研究者も興味深い説だと評価
しています。秀次を「天下の大罪人」そもそも切腹には、〈させられる〉場合と〈みずから行う〉場合があります。前者は刑罰としての切腹ですが、後者は強烈な自己主張、つまり「究極の請願」と
いう一面があります。主君をいさめるために家臣が切腹する豊臣政権は秀次の「出奔」を「追放」に、「無実の自害」を「切腹命令」に改ざんし、秀次を「天下の
大罪人」とするためにその一族を殺戮（さつりく）した説から、身の潔白を証明する「究極の請願」のために切腹したという解釈もでき、秀次が腹を切った青巌

寺は、秀吉が生母の菩提（ぼだい）寺として寄進した寺院で、秀吉には神聖な場所を汚されたという思いがぬぐえず、
秀次の切腹後、その妻子を苛烈に処刑したことも、この怒りに基づくものだと理解できるといわれています。
　11月に４回にわたり資料館で「秀次談義」が開催されました。11月18日に京都瑞泉寺名誉住職の「秀次事件の
謎」と題して講演をされました。秀次公の切腹には日本の歴史を再認識出来る真実が登場するやも知れません。謎の
多い秀次公の切腹です。いずれにせよ近江八幡開町の租「秀次公」を市民として顕彰していきたいと考えています。

　　　

７月15日村雲御所瑞龍寺にて秀次公法要
NPO秀次俱楽部代表・矢部健太郎氏・新納慎也氏 ( 秀次役）

京都瑞泉寺名誉住職の「秀次事件の謎」講演会

近江八幡市桜宮町205 
TEL（0748）33-2939

営業時間

 8：00〜19：00

ご予約又はタイヤご購入で
粗品進呈！
ご予約 タイヤご購入で

スタッドレスタイヤ
好評販売中！
スタッドレスタイヤ
好評販売中！
各種メーカー・お買得タイヤ
豊富にご用意しております

カジナオボクらは街の安心ショップ

平成 29年 1月末まで有効

12月31日
～1月3日 まで
  休業させて頂きます

年末年始の日程

発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

豊臣秀次
秀次公の切腹について
　先月号に岡田彌三右衛門について書かれていた５行目に「秀次が自害」と記載しまた。訂正として自害を「切腹」とします。市民の方から自害は自殺の意味なので秀次公には使うのはおか
しいとご意見を頂きました。秀吉の姉の子である秀次は天正19年（1591）、実子のいない秀吉の養子となり、関白を引き継ぎました。しかし秀頼誕生から２年足らずの文禄４年（1595）７月
に失脚。高野山へ追放され、切腹命令で同月15日、金剛峯寺の前身である青巌寺で切腹しました。儒学者、小瀬甫庵（おぜほあん）が江戸時代初期に記した太閤記は「切腹命令」という文書
を掲載しています。文書には石田三成ら五奉行が署名し、7月13日の日付があります。市民とって、汚名を回復したい謀反の死なのです。フィクションの部分が多いとされる「太閤記」の

とよとみひでつぐ


